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貸  　借  　対  　照  　表

（単位：百万円）

金　　　額 金　　　額

62,218 153,192

現 金 及 び 預 金 25 9,431

売 掛 金 16,209 18,589

契 約 資 産 3,269 90,000

未 収 入 金 37,023 11,896

前 払 費 用 4,689 4,430

そ の 他 1,000 1,037

貸 倒 引 当 金 △0 4,123

11,189

固　定　資　産 256,901 487

57,393 1,140

ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 設 備 16,639 829

建 物 31,506 36

構 築 物 297 固　定　負　債 68,389

工具、器具及び備品 7,423 64,638

建 設 仮 勘 定 1,178 3,511

そ の 他 347 239

154,906

ソ フ ト ウ ェ ア 119,533 221,582

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘定 35,356

そ の 他 16 97,440

44,601 20,000

投 資 有 価 証 券 662 77,440

関 係 会 社 株 式 9,983 4,729

敷 金 及 び 保 証 金 2,227 72,711

前 払 年 金 費 用 6,162 オープンイノベーション
促 進 税 制 積 立 金 83

繰 延 税 金 資 産 22,044 繰越利益剰余金 72,627

そ の 他 3,521 96

貸 倒 引 当 金 △0 △7

104

97,537

319,119 319,119

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

純　資　産　合　計

利 益 剰 余 金

その他利益剰余金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

負　　債　　合　　計

純　　　資　　　産　　　の　　　部

評 価 ・ 換 算 差 額 等

資　　産　　合　　計

退 職 給 付 引 当 金

負債及び純資産合計

流　動　負　債

一年以内返済予定の長期借入金

買 掛 金

そ の 他

資 本 金

そ の 他

資 産 除 去 債 務

株 主 資 本

利 益 準 備 金

（2022年3月31日現在）

短 期 借 入 金

資　　　産　　　の　　　部

その他有価証券評価差額金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

負　　　債　　　の　　　部

科　　　　　目 科　　　　　目

流　動　資　産

契 約 損 失 引 当 金

製 品 保 証 等 引 当 金

預 り 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

契 約 負 債

未 払 消 費 税 等

未 払 金
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（単位：百万円）

197,844

152,801

45,042

35,573

9,469

1,034

1,440

101 2,576

282

1,671

27 1,980

10,065

338

1,425 1,763

8,301

3,485

△1,323 2,161

6,139

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

固 定 資 産 除 却 損

売 上 総 利 益

科　　　　　　　　　　目

減 損 損 失

金　　　　　　　　　　額

建 物 貸 付 費 用

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

そ の 他

経 常 利 益

損　　益　　計　　算　　書
（2021年4月1日から2022年3月31日まで）

支 払 利 息

売 上 高

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

受 取 配 当 金

建 物 貸 付 収 入

そ の 他

特 別 損 失
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（単位：百万円）

繰越利益
剰余金

オープンイノ
ベーション促進
税制積立金

20,000 4,251 71,745 83 96,080 － － 96,080

利 益 準 備 金 の 積 立 － 478 △ 478 － － － － －

剰 余 金 の 配 当 － － △ 4,780 － △ 4,780 － － △ 4,780

当 期 純 利 益 － － 6,139 － 6,139 － － 6,139

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） － － － － － △ 7 104 96

当 期 変 動 額 合 計 － 478 881 － 1,359 △ 7 104 1,456

20,000 4,729 72,627 83 97,440 △ 7 104 97,537

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

純資産
合計

資本金
その他有価証券
評価差額金

利益準備金

当 期 首 残 高

当 期 変 動 額

当 期 末 残 高

株主資本等変動計算書
（2021年4月1日から2022年3月31日まで）

項目

株主資本

株主資本
合計

利益剰余金

その他
利益剰余金

評価・換算差額等

繰延ヘッジ
損益
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【重要な会計方針に関する注記】

１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法によっております。

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法

　（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定

しております)

市場価格のない株式等

　移動平均法による原価法によっております。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定）によっております。

２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産

　定額法を採用しております。

（２）無形固定資産

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェアについては、見込利用可能期間（7年以内）に基づく定

額法によっております。一部サービス提供目的のソフトウェアについては見込販売収益に

基づく償却額を計上しております。また、市場販売目的のソフトウェアについては、見

込販売期間（3年以内）における見込販売収益に基づく償却額と販売可能な残存販売期間

に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を計上しております。

個　　別　　注　　記　　表
（2021年4月1日から2022年3月31日まで）

－4－



３．引当金の計上基準

（１）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率による計算額

を計上し、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収の可能性を検討し、回収不

能見込額を計上しております。

（２）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に

基づき、当期末において発生していると認められる額を計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法

　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期末までの期間に帰属させる方法

　については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異、過去勤務費用の費用処理方法

　　数理計算上の差異については、発生時の従業員の平均残存勤務期間に基づく年数によ

　る定額法により、翌期から費用処理することとしております。

　　過去勤務費用については、発生時の従業員の平均残存勤務期間に基づく年数による定

　額法により、費用処理しております。

③追加費用の処理方法

　　厚生年金保険法等の定めにより、逓信省（電気通信事業に従事）、電気通信省、電電

　公社及び日本電信電話株式会社に勤務し1956年7月以降に退職した者の1956年6月以前の

　勤務期間に係る旧国家公務員等共済組合法に基づく年金給付に要する費用に関連し、日

　本国政府が毎期賦課方式により決定する拠出金のうち当社に帰属する金額を、NTT企業

　年金基金特例経理に対し支出しております。当該費用について、給付見込額を算定し

　「退職給付引当金」に含めて計上しております。

　　数理計算上の差異については、発生時の対象者の平均残余支給期間に基づく年数によ

　る定額法により、翌期から費用処理することとしております。

（３）製品保証等引当金

　ソフトウェア製品の引渡後の無償補修費用等に充てるため、保証期間内の補修費用見込

額を過去の実績等を基礎として計上しております。

（４）受注損失引当金

　当期末における受注案件に係る将来損失に備えるため、損失が発生すると見込まれ、か

つ、当該損失額を合理的に見積もることが可能なものについて、翌期以降の損失見込額を

受注損失引当金として計上しております。

（５）契約損失引当金

　将来の契約履行に伴い発生する可能性のある損失に備えるため、損失の見込み額を計上

しております。
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４．収益及び費用の計上基準

当社が提供する主な財又はサービスの内容については、次の通りです。

（１）システムサービス事業

　顧客業務支援の各種システムの開発を行い、原則、ソフトウェア・ハードウェアを当社が保有

し、その保守・運用を一体のサービスとして提供しています。当社が顧客からの案件の受注に応

じて設備投資を行い資産として保有し、当社が提供する毎月、同一のサービスを顧客が利用する

ことにより、財又はサービスが移転される取引であることから、契約期間に応じて主に定額で収

益を認識しています。　

（２）ソフトウェア開発事業

　ソフトウェアの開発を行い、そのソフトウェアを顧客に納入しています。ソフトウェア開発の

進捗にしたがって、開発資産に対する支配が顧客に移転するため、工事の進捗度に応じて、工事

期間にわたり収益を認識しています。

（３）フィールドサービス事業

　納入したソフトウェア等の保守・運用及びそれに附帯する業務を行っています。当社が提供す

るサービスを顧客が利用することにより、財又はサービスが移転される取引であることから、顧

客がサービスを利用した時点で収益を認識しています。

（４）アウトソーシングサービス事業

　顧客業務支援の各種システムの開発を行い、原則、ソフトウェア・ハードウェアを当社が保有

し、更改計画及び技術検討、提供、保守・運用を一体のサービスとして顧客に提供しています。

当社が顧客からの案件の受注に応じて設備投資を行い資産として保有し、当社が提供する毎月、

同一のサービスを顧客が利用することにより、財又はサービスが移転される取引であることから、

契約期間に応じて主に定額で収益を認識しています。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

（１）連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。

（２）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

　当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和2年法律第8号)において創設された

グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直

しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効

果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年3月31日）第3項の取扱いに

より、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年

2月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正

前の税法の規定に基づいております。

（３）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジによっております。
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【会計方針の変更に関する注記】

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年3月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を、当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移

転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することと

しています。収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定め

る経過的な取扱いに従っておりますが、利益剰余金の期首残高へ与える影響はありません。また、

当事業年度の損益に与える影響もありません。

　なお、前事業年度の貸借対照表において流動資産に表示していた「売掛金」は、その一部を

「契約資産」として表示することとし、流動負債に表示していた「前受金」及び「前受収益」の

一部を「契約負債」として表示することとしております。

【表示方法の変更に関する注記】

　当事業年度から「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日）等を

適用しており、金融商品に関する注記の一部の記載を変更しております。

【会計上の見積りに関する注記】
　会計上の見積りは、財務諸表作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しており

ます。当事業年度の財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の

財務諸表に重要な影響を及ぼすリスクが有る項目は以下のとおりです。

１．企画型ソフトウェアの資産計上額の妥当性

（１）当事業年度の貸借対照表に計上した金額

　貸借対照表に計上されているソフトウェア119,533百万円のうち、企画型ソフトウェアは

5,569百万円です。

（２）会計上の見積りの内容について財務諸表利用者の理解に資するその他の情報

　企画型ソフトウェアは、自社利用ソフトウェアの一部であり、見込利用可能期間（7年

以内）に基づく定額法で減価償却費を計上しております。

　企画型ソフトウェアについては、個別に固定資産のグルーピングを行っており、減損の

兆候があると認められる場合には、当該企画型ソフトウェアから得られる割引前将来キ

ャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較することによって、減損損失の認識の要否を判

定する必要があります。減損損失の認識が必要と判定された場合、帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額は減損損失として認識しております。

　上記の割引前将来キャッシュ・フローの見積りにおいては、企画型ソフトウェアの販売

施策に基づく受注予測や、見込顧客からの受注予測が反映されており、仮定の見直しが必

要となった場合には、翌事業年度において減損が発生する可能性があります。

【貸借対照表に関する注記】

１．資産に係る減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額　　　 114,366百万円

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務　　　

短期金銭債権      　  　  625百万円

短期金銭債務 　  372百万円

長期金銭債務 　  150百万円
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【損益計算書に関する注記】

１．関係会社との取引高

営業取引による取引高

売上高　　  18,576百万円

仕入高　   5,440百万円

営業取引以外の取引高   6,569百万円

２．減損損失

当期において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

（１）減損損失を認識した資産

（２）減損損失の認識に至った経緯

　サービス提供型商品のソフトウェア、工具、器具及び備品の一部につきまして、当初想

定していた収益を見込めなくなったことから、減損損失を認識しております。

（３）減損損失の金額

工具、器具及び備品 　　1百万円

ソフトウェア 1,423百万円

（４）資産のグルーピング

　資産のグルーピングは、事業用資産については、主としてサービス提供の単位を最小の

単位としております。

（５）回収可能価額の算定方法

　回収可能価額は使用価値により測定し、割引率は3.71%としております。将来キャッシュ

フローに基づく使用価値がマイナスであるものについては、回収可能価額を零として評価

しております。

ソフトウェア、工具、器具及び備品事業用資産 東京都港区

用途 種類 場所
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【株主資本等変動計算書に関する注記】　　

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
（単位：株）

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

2022年6月17日開催の定時株主総会において、次の議案を付議する予定であります。

【税効果会計に関する注記】

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産　　　　　　　　　　　　

退職給付引当金 19,720百万円　

減価償却費 2,124百万円　

その他　　 4,645百万円　

繰延税金資産　小計　　　　 26,490百万円　

評価性引当額　　 △2,169百万円　

繰延税金資産　合計　 24,320百万円　

繰延税金負債　　

前払年金費用 △1,887百万円　

その他 △388百万円　

繰延税金負債　合計　　　　　　 △2,275百万円　

繰延税金資産の純額　　 22,044百万円　

配当の
原資

配当金の
総額

（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

－

株式の種類 前期末株式数 当期増加株式数 当期末株式数

効力発生日

400,000

基準日

基準日 効力発生日

2021年
6月21日

－

当期減少株式数

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当額
（円）

　発行済株式
　普通株式

400,000

決　　議

15,348.00
2022年
3月31日

2021年6月18日
定時株主総会

普通株式 4,780 11,950.00
2021年
3月31日

2022年
6月20日

決　　議 株式の種類

2022年6月17日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 6,139
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【資産除去債務に関する注記】

１．資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

（１）当該資産除去債務の概要

　　　オフィスの一部について、不動産賃貸借契約を締結しており、賃借期間終了による原状回復義

　　務に関し資産除去債務を計上しております。また、一部の建物に使用されている吹付け石綿を除

　　去する義務、石綿を含有する建材を除去する義務に関しても資産除去債務を計上しております。

（２）当該資産除去債務の金額の算定方法

　　　オフィスの不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務は、使用見込期間を取得から18年と見積り、

　　割引率は0.2％～0.7％を使用して資産除去債務の金額を計算しております。

　　　建物に使用されている吹付け石綿を除去する義務、石綿を含有する建材を除去する義務は、法

　　令の施行日から使用見込期間に応じて24～27年と見積り、割引率は0.0％～2.2％を使用して資産

　　除去債務の金額を計算しております。

（３）当期における当該資産除去債務の総額の増減

　　　期首残高　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,551百万円　

　　　時の経過による調整額　　　　　　　　　　　　 　26百万円　

　　　資産除去債務の履行による減少額　　　　　    　 　66百万円　

　　　期末残高　　　　　　　　　　　　　　   　　 3,511百万円　

２．貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務

　　建築材料に石綿を使用した建物を所有し、当該建物の解体時において、法令の定める方法により

　石綿を適切に除去する債務を有していますが、吹付け石綿や、工事においてその存在が確認された

　一部の建物における石綿を含有する建材を除いて、石綿の含有を見積もることが難しいことから、

　資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を

　計上しておりません。
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【金融商品に関する注記】

１．金融商品の状況に関する事項

（１）金融商品に対する取組方針
　 資金調達については、キャッシュ・マネジメント・システム（以下「CMS」という。）により
 グループ内金融子会社から調達を行っております。
 　また、余剰資金についてはCMSにより親会社もしくはグループ内金融子会社に預けており、投
 機的運用はありません。
（２）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　 売掛金にかかる顧客の信用リスクは、与信管理取扱要領に沿ってリスク低減を図っております。
　 営業債務である買掛金及び未払金は、そのほとんどが1年以内の支払期日です。
　 借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金は主に設備投資
 に係る資金調達です。

２．金融商品の時価等に関する事項

  2022年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含まれておりません。
　また、現金は注記を省略しており、預金、未収入金、買掛金、短期借入金、未払金、
未払法人税等、預り金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を
省略しております。

（単位：百万円）

    95

  (*) 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 

（注）金融商品の時価の算定方法

(1) 売掛金
　　一定の期間ごとに区分し、国債の利回りで割り引いた現在価値により算定しております。

（2）一年以内返済予定の長期借入金
　　元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する
　方法によっています。

（2）一年以内返済予定
　　の長期借入金

貸借対照表計上額(*) 時価(*) 差額

(90,000) (89,904)

△716,20216,209（1）売掛金
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【賃貸等不動産に関する注記】

１．賃貸等不動産の状況に関する事項

 東京都その他の地域において賃貸しているオフィスビルを有しております。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：百万円）

（注１）貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
（注２）当期末の時価は、主として「固定資産税評価額」に基づいて自社で算定した金額であり
　　　ます。

【関連当事者との取引に関する注記】　　

１．親会社及び法人主要株主等
（単位：百万円）（単位：百万円）

役員の
兼務等

事業上
の関係

1名
主要

取引先

 （注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。

 （注２）取引金額には消費税等を含んでおりませんが、期末残高には消費税等を含んでおります。

２．子会社及び関連会社等
（単位：百万円）（単位：百万円）

役員の
兼務等

事業上
の関係

1名
主要

委託先

2名
主要

委託先

 （注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。

 （注２）取引金額には消費税等を含んでおりませんが、期末残高には消費税等を含んでおります。

会社等の名称

議決権等の
所有

（被所有）
割合

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ(株）

所有
直接100%

種類

貸借対照表計上額 時価

2,755 1,744

種類 会社等の名称

議決権等の
所有

（被所有）
割合

関係内容

取引の内容
（注１）

取引金額
（注２）

-

被所有
直接 33.4%
間接 66.6%

－
持株
会社

2,131 -

科目
期末残高
（注２）

2,073

57
60

未払金

ソフトウェア
開発等売上 7,103

売掛金
契約資産

未収入金

取引金額
（注２）

取引の内容
（注１）

1

10,875

科目

売掛金
契約資産

期末残高
（注２）

536
8

関係内容

関連会社 NTT印刷(株）
所有

直接39.3%
物件の貸付 192

物件の貸付 288

未収入金

子会社

16

賃借料

親会社

(株)NTTﾄﾞｺﾓ
被所有

直接 66.6%

連結納税に伴う
納税資金の精算 1,045

ソフトウェア
開発等売上

日本電信電話
(株)
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３．兄弟会社等
（単位：百万円）（単位：百万円）

役員の
兼務等

事業上
の関係

－
主要

取引先

－
主要

取引先

－
主要

取引先

 （注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。

 （注２）資金の預入、及び借入については、CMSにかかるものであり、取引金額には年間取引の当

       期における平均残高を記載しております。

 （注３）利息の受入、及び支払については、CMSおよび長期借入にかかるものであり、借入金利は

     　市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 （注４）取引金額には消費税等を含んでおりませんが、期末残高には消費税等を含んでおります。

【１株当たり情報に関する注記】

1株当たり純資産額　　　　　243,842円73銭

　　　　1株当たり当期純利益 15,348円99銭

親会社の
子会社

NTTﾌｧｲﾅﾝｽ(株) － －

預入・
借入先

・
主要

取引先

262
427

種類 会社等の名称

議決権等の
所有

（被所有）
割合

関係内容
取引の内容
（注１）

取引金額
（注４）

科目
期末残高
（注４）

－
ソフトウェア
開発等売上 47,435

売掛金
契約資産

223
422

－
ソフトウェア
開発等売上 15,987

売掛金
契約資産

親会社の
子会社

東日本
電信電話(株)

－
ソフトウェア
開発等売上 50,242

売掛金
契約資産

4,164
39

親会社の
子会社

西日本
電信電話(株)

預け金 －

ソフトウェア
開発等売上 8,511

売掛金
契約資産

親会社の
子会社

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

4,549
37

ＣＭＳ取引
資金の預入
（注２）

1,192

資金決済取引 153,637 未収入金 36,041

ＣＭＳ取引
資金の借入
（注２）

14,651 短期借入金 18,589

利息の支払
（注３） 279

一年以内返済予
定の長期借入金 90,000

－ －

利息の受入
（注３） 0 － －

資金の借入 －
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【重要な後発事象に関する注記】

（親会社の子会社の吸収合併）
　当社は、2022年4月22日開催の取締役会において、2022年7月1日を効力発生日として、当社親会
社である株式会社NTTドコモの子会社であるドコモ・システムズ株式会社を吸収合併することを決
議しました。

（１）合併の目的
　当社にドコモグループのITシステムを支えるドコモ・システムズを統合し、新ドコモグループの
のソフトウェア開発から運用まで一元的な実行体制を整える。これにより、スマートライフ・法人
事業における革新的サービスをいち早く創出するとともに、新ドコモグループおよびNTTグループ
のDX加速を実現し、その成果をお客さまへ提供していくため。
（２）合併の方式
　吸収合併
（３）その他
　・本件合併については、共通支配下の取引として会計処理を行う予定です。
　・ドコモ・システムズ株式会社が所有するドコモ・データコム株式会社の株式は、当社に移管
  　されるため、ドコモ・データコム株式会社は、上記合併の発効とともに当社の子会社となり
　　ます。

本個別注記表の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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